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英語 Vα (English Vα) 

 

５年・通年・２学修単位(β)・選択必修 

５学科共通・担当  神澤 和明 

 
[準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標] 

(3) 

[システム創成工学教育プログラム 

学習・教育目標] 

C-2 (80%), A-1 (20%) 

[JABEE 基準] 

 

(f) , (a) 

[講義の目的] 
  最終学年ということで、卒業までに、これまでに学んできた英語能力を定着させる。 

  特に、読み・書く力を伸ばすことに重点をおいて指導を行い、文法や語彙といった基礎となる力を

ブラッシュアップしてゆく。 

 学生たちが卒業後に、就職の場や進学の場で、英語を必要程度に使えるようにしておくことが、この

講義の目的である。 

[講義の概要] 

  文法事項の確認にポイントを置いた読解問題を解くとともに、その学習の延長として、それぞれの 

テーマに関連した、まとまりのある英文を読んでゆく。 

 自分の意見を表現できるように、英作文の練習も行う。 

[履修上の留意点] 

各レッスンの内容に目を通し、できるだけ問題を予習しておくこと。わかりにくい点は授業で説明 

されるので、自分が理解できていること、できていないことを確認しておく。  

 自分のために、自分で勉強するという意識を常に持ち続けること。 

[到達目標] 

 英語で書かれた論文やレポート、新聞・雑誌記事等を読むのに必要な力を身につける。 

卒業後、英語を使う必要が出てきたとき、自分で英語を学習して力を伸ばしてゆけるような、基礎 

作りをしたい。    

[評価方法] 

  定期試験(60%)、レポート、授業での発表状況、出欠状況、授業態度(40%)で総合的に評価する。 

 ただ出席しているだけでは、評価されない。積極的に予習などを行ってくること。 

 

[教科書] 

  英語長文総合問題 spread 3(第一学習社) 

[補助教材・参考書] 

 自作プリントを適宜配布する。  

 

[関連科目] 

  講義にあたっては、1 年から 4 年までの英語の学習を通して学生諸君が培ってきた語彙力、文法力、

作文力を更に発展させるように指導したいので、過去の英語の教科書や参考書をよく復習しておくこ

と。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己

評価*

第 1週 ガイダンス 授業の進め方の説明。現在の各学生の学力のチェックを行う。  

第 2週 Ｌｅｓｓｏｎ １ 注意すべき疑問文、間接疑問文の練習を行う。  

第 3週 Ｌｅｓｓｏｎ ２ 注意すべき時制。完了時制等の復習を行う。  

第 4週 Ｌｅｓｓｏｎ ３ 助動詞の意味と使い方、推測表現について指導する。  

第 5週 Ｌｅｓｓｏｎ ４ 様々な受け身表現を指導する。  

第 6週 Ｒｅｖｉｅｗ １ これまでの学習事項について確認する。  

第 7週 Ｌｅｓｓｏｎ ５ 動名詞についての復習を行う。  

第 8週 Ｌｅｓｓｏｎ ６ to - 不定詞のいろいろな意味と使い方を理解させる。          

第 9週 Ｌｅｓｓｏｎ ７ 分詞構文について理解させる。  

第 10 週 Ｒｅｖｉｅｗ ２ これまでの学習事項について確認する。  

第 11 週 Ｌｅｓｓｏｎ ８ 比較表現について確認する。  

第 12 週 Ｌｅｓｓｏｎ ９ 接続詞について確認する。  

第 13 週 Ｌｅｓｓｏｎ １０ 関係代名詞について指導する。  

第 14 週 Ｌｅｓｓｏｎ １１ 関係副詞について指導する。  

第 15 週 Ｒｅｖｉｅｗ ３ これまでの学習事項について確認する。  

      前期期末試験 

第 16 週 Ｌｅｓｓｏｎ １２ 仮定法過去について理解する。  

第 17 週 Ｌｅｓｓｏｎ １３ 仮定法過去完了について理解する。  

第 18 週 Ｌｅｓｓｏｎ １４ 名詞・代名詞について復習する。  

第 19 週 Ｒｅｖｉｅｗ ４ これまでの学習事項について確認する。  

第 20 週 Ｌｅｓｓｏｎ １５ 接続副詞について指導する。  

第 21 週 Ｌｅｓｓｏｎ １６ さまざまな前置詞を確認する。  

第 22 週 Ｌｅｓｓｏｎ １７ 特殊構文（時間に関わるもの等）について指導する。  

第 23 週 Ｌｅｓｓｏｎ １８ 特殊構文（無生物主語等）について指導する。  

第 24 週 長文読解 

第 25 週 長文読解 

第 26 週 長文読解 

第 27 週 長文読解 

第 28 週 長文読解 

第 29 週 長文読解 

第 30 週 長文読解 

ある程度の長さの英文を読み込んでゆく。 

内容は、欧米人が共通知識としてもっている内容（神話、 

文学、哲学、歴史等）を扱ったものを選択する。 

自作プリントの使用を予定している。 

＊講義科目と違って、授業は学生の学習状況に対応して進め

られるため、進度は一応の目安である。長文読解にあててあ

るところで、進度の調整を行う。 

 

      学年末試験    

*4 : 完全に理解した、3 : ほぼ理解した、2 : やや理解できた、1 : ほとんど理解できなかった、0 : まったく理解できなかった 

     (達成)          (達成)      (達成)                (達成)                        (達成) 


